
研
究
論
文宗
達
の
改
変出

光
美
術
館
所
蔵
の
宗
達
筆
『
西
行
物
語
絵
巻
』
「
西
行
往
生
」
の
場
面
に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
宗
達
　
西
行
　
西
行
物
語
絵
巻
　
桜
花
　
青
葉
　
往
生
　
浬
磐
　
模
写
　
改
変

絵
師
宗
達
の
描
写
表
現
の
特
徴
は
如
何
な
る
も
の
か
。
彼
が
絵
に
託
し
た
真

意
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
終
生
、
宗
達
研
究
に
心
を
注
が
れ
た
山
根
有
三
先

生
は
、
平
成
十
三
年
　
（
二
〇
〇
一
）
　
五
月
二
十
二
日
、
そ
の
研
究
課
題
を
私
達

に
遺
し
て
逝
か
れ
た
。
こ
の
小
文
は
、
山
根
先
生
へ
捧
げ
る
私
の
宗
達
研
究
の

レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
宗
達
自
身
の
模
写
に
な
る
出
光
美
術
館
所
蔵
　
『
西
行
物
語

絵
巻
』
　
「
西
行
往
生
」
　
の
場
面
に
注
目
し
、
こ
の
場
面
の
重
要
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
「
桜
」
が
原
本
と
全
く
異
な
る
図
様
に
改
変
さ
れ
た
事
実
を
手
掛
り
と
し
て
、

宗
達
画
の
本
質
を
考
察
す
る
。

平
安
末
鎌
倉
初
期
の
歌
人
西
行
　
（
一
一
一
八
－
一
一
九
〇
）
　
の
　
「
発
心
」

「
修
行
」
　
「
往
生
」
を
物
語
化
し
た
も
の
が
　
『
西
行
物
語
』
　
で
あ
り
、
そ
れ
を
絵

林
　
　
　
　
　
進

（
大
和
文
筆
館
学
芸
部
専
任
次
長
）

画
化
し
た
も
の
が
　
『
西
行
物
語
絵
』
　
で
あ
る
。
現
在
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
作
ら
れ
た
写
本
、
絵
巻
、
版
本
の
諸
本
が
多
数
伝
わ
る
。

か
つ
て
毛
利
家
に
伝
来
し
、
現
在
、
東
京
の
出
光
美
術
館
ほ
か
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
　
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
（
四
巻
）
　
も
そ
の
J
　
つ
で
あ
る
。
そ
の
第
四
巻
の

巻
末
に
記
さ
れ
た
公
卿
の
烏
丸
光
広
　
（
一
五
七
九
－
二
ハ
三
八
）
　
の
奥
書
に
よ

る
と
、
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
宗
達
法
橋
が
絵
を
描
き
、

光
広
自
ら
が
詞
書
を
書
き
写
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
絵
巻
に
は
宗
達

の
落
款
印
章
は
な
い
が
、
光
広
の
奥
書
に
よ
り
、
宗
達
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
る
。
こ
の
絵
は
、
制
作
年
が
わ
か
る
唯
一
の
宗
達
作
品
で
あ
る
。
こ

の
絵
巻
は
四
巻
か
ら
な
り
、
詞
書
と
絵
と
を
交
互
に
配
列
す
る
典
型
的
な
絵
巻

物
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
　
（
紙
本
署
色
、
縦
三
三
・
六
セ
ン
チ
）
。
た
だ
し
、

こ
の
四
巻
の
う
ち
、
第
一
巻
、
第
二
巻
、
第
四
巻
の
三
巻
は
現
在
、
出
光
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
巻
は
昭
和
二
十
年
代
に
巻
子
本
を
解
い
て
絵

と
詞
書
が
一
紙
ご
と
の
断
簡
と
な
り
、
掛
軸
装
に
改
装
さ
れ
、
出
光
美
術
館
は
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か
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は
総
計
五
十
四
段
、
絵
は
総
計
五
十
二
段

十
十
四
回
　
（
第
一
巻
、
第
一
段
の
絵
が
三
つ
の
主
題
か
ら
な
る
の
で
、
三
回
と

み
る
）
　
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
昭
和
十
五
年
　
（
一
九
四
〇
）
　
に
　
「
四
巻
本
」
　
と

し
て
　
（
旧
）
　
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
の
ち
重
要
文
化
財
に
な
っ
た
。
こ
の
小
論
で

は
、
こ
の
宗
達
筆
　
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
を
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
（
か
つ
て
　
「
毛

利
家
本
」
と
呼
ば
れ
た
）
　
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
光
広
の
奥
書
に
は
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
制
作
の
由
来
が
簡
単
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
そ
の
奥
書
を
記
す
。

右
西
行
法
師
行
状
乃
檜

詞
川
巻
　
本
多
氏
伊
豆
守

富
正
朝
臣
依
所
望
　
申
出

禁
裏
御
本
　
命
子
宗
達
法
橋

令
模
写
正
焉
　
於
詞
書
　
予
染

禿
筆
了
　
招
胡
慮
者
乎

寛
永
第
七
季
秋
上
瀞

特
進
光
廣
《
花
押
》

〔
右
、
西
行
法
師
行
状
乃
絵
詞
四
巻
は
、
本
多
伊
豆
守
富
正
朝
臣
、
所
望
に

依
っ
て
、
禁
裏
御
本
を
申
し
出
で
、
宗
達
法
橋
に
命
じ
て
模
写
せ
し
む
。

詞
書
に
於
い
て
は
、
予
　
（
光
広
）
　
禿
筆
を
染
め
了
ん
ぬ
。
胡
慮
　
（
物
笑
い
）

を
招
く
も
の
か
。
寛
永
第
七
　
（
一
六
三
〇
）
季
秋
上
幹
（
九
月
上
旬
）
。
特

進
　
（
正
二
位
の
唐
名
）
　
光
広
莞
化
押
》
。
〕

歌
人
で
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
権
大
納
言
烏
丸
光
広
　
（
五
二
歳
）
　
は
越
前

府
中
の
大
名
本
多
富
正
　
（
一
五
七
二
－
一
六
四
九
）
　
か
ら
禁
裏
御
文
庫
に
伝
わ

る
「
西
行
法
師
行
状
乃
絵
詞
」
四
巻
の
模
写
本
の
制
作
依
頼
を
う
け
た
。
早
速
、

光
広
は
後
水
尾
上
皇
　
（
一
五
九
六
－
一
六
八
〇
）
　
に
禁
裏
御
本
「
西
行
法
師
行

状
乃
絵
詞
」
　
の
模
写
を
申
請
し
、
勅
許
を
得
、
御
文
庫
よ
り
「
絵
詞
」
を
借
り

出
し
、
絵
の
模
写
を
宗
達
法
橋
に
命
じ
、
全
て
の
絵
の
模
写
が
終
っ
た
後
、
光

広
自
ら
は
詞
書
を
筆
写
し
た
。
寛
永
七
年
　
（
一
六
三
〇
）
　
九
月
上
旬
に
詞
書
を

す
べ
て
揮
重
し
終
え
た
。
と
、
光
広
は
制
作
の
由
来
を
奥
書
に
記
す
。

こ
の
奥
書
を
よ
く
見
る
と
、
依
頼
者
で
あ
る
　
「
本
多
伊
豆
守
富
正
」
　
の
名
前

の
　
「
正
」
　
の
一
字
が
本
紙
を
削
り
書
き
直
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
の
表
面
を
削
り

文
字
を
訂
正
す
る
こ
と
は
、
当
時
、
写
本
の
　
「
清
書
本
」
　
で
あ
っ
て
も
決
し
て

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
光
広
の
《
花
押
》
　
の
位
置
が
「
贋
」
　
の
字
の
左

下
に
書
い
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
が
　
（
正
し
く
は
名
前
の
真
下
に
書
く
）
、

奥
書
の
文
字
列
の
下
に
揃
え
る
た
め
に
そ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
で
、

こ
の
奥
書
を
疑
問
視
し
て
「
写
し
」
と
み
る
研
究
者
も
い
る
が
、
そ
れ
に
は
及

ぶ
ま
い
。
私
は
光
広
の
真
筆
と
み
る
。

こ
の
奥
書
は
宗
達
の
伝
記
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
宗
達
の
　
「
法
橋
」
叙

位
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
私
は
寛
永
七
年
　
（
一
六
三
〇
）
　
の
春
頃
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
な
お
、
『
禁
裏
御
本
』
　
（
こ
こ
で
は
「
西
行
法
師
行
状
乃
絵
詞
」
　
四

巻
を
さ
す
）
　
は
江
戸
期
の
度
重
な
る
御
所
の
焼
失
に
よ
り
、
侠
亡
し
て
し
ま
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
所
蔵
の
　
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
（
「
西
行
法
師
行
状

絵
巻
」
　
四
巻
、
紙
本
若
色
、
縦
三
二
・
八
セ
ン
チ
）
　
は
、
そ
の
巻
末
の
奥
書
に

よ
る
と
、
室
町
後
期
の
明
応
九
年
　
（
一
五
〇
〇
）
　
に
絵
師
海
田
采
女
佑
源
相
保
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が
描
い
た
　
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
四
巻
　
（
詞
書
の
筆
写
は
三
条
公
敦
と
推
測
さ
れ

る
）
　
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
画
風
よ
り
、
絵
は
土
佐
派
の
絵
師
の

筆
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
巻
に
わ
た
り
精
密
な
模
写
が
な
さ
れ
、
気
品
が

漂
う
。
詞
書
は
数
人
の
寄
合
書
で
、
古
筆
学
の
小
松
茂
美
博
士
は
、
筆
跡
鑑
定

に
よ
り
、
そ
の
第
二
巻
の
詞
書
の
筆
者
を
烏
丸
光
広
と
判
定
さ
れ
た
。
光
広
に

関
係
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
も
、
『
禁
裏
御
本
』

の
江
戸
初
期
の
模
写
本
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
模
写
本
は
　
「
海
田
采
女

拓
本
」
　
の
全
容
を
う
か
が
い
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

さ
て
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
と
　
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
と
を
比
較

検
討
す
る
と
、
こ
の
二
本
は
図
柄
や
構
図
、
詞
書
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
宗
達
が
模
写
し
た
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
原
本
は
、
「
海
凹
采

女
佑
本
」
　
（
原
本
そ
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
模
写
本
で
あ
る
か
は
不
明
で

あ
る
）
　
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
は
　
『
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
と
同
様
に
、
絵
も
詞
書
も
　
『
禁
裏
御
本
』
　
の
正
確
な
模
写

本
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
宗
達
の
描
写
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
観
察
す
る
。
『
出
光
美
術
館
本
』

に
お
け
る
景
物
の
線
描
は
、
全
巻
を
通
じ
て
細
く
て
強
い
。
人
物
の
姿
態
描
写

に
注
目
す
る
と
、
そ
の
輪
郭
線
に
は
、
い
わ
ゆ
る
濃
墨
の
　
「
く
く
り
」
　
（
淡
墨

の
下
描
き
線
を
濃
墨
で
再
度
描
き
起
こ
す
）
　
の
描
法
が
用
い
ら
れ
、
人
物
の
存

在
感
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。
眼
や
鼻
の
描
写
も
明
快
で
あ
る
。
景
観
構

成
を
な
す
山
や
岩
や
十
被
や
水
辺
の
景
物
、
そ
し
て
雲
の
輪
郭
線
は
明
確
な
線

描
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
鮮
や
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
空
間
に
奥
行
き

と
生
気
と
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
謹
直
な
墨
線
に
よ
る
曲
線
と
直
線
に
よ
っ
て
、

画
面
に
語
調
感
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

筆
法
に
つ
い
て
は
、
宗
達
は
筆
の
毛
頭
を
本
紙
に
対
し
て
垂
直
に
当
て
、
筆

圧
を
強
く
す
る
。
そ
し
て
運
筆
は
緩
や
か
で
滑
ら
か
で
あ
る
。
宗
達
の
筆
を
持

つ
手
の
関
節
の
し
な
や
か
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
自
信
に
満
ち
た
余
裕
の
筆
捌

き
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
線
質
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
宗
達
筆
『
蓮
池

水
禽
図
』
　
の
水
鳥
の
毛
描
き
、
寛
永
八
年
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
る
石
川
県
立
美

術
館
所
蔵
の
宗
達
筆
　
『
槙
檜
図
屏
風
』
　
に
お
け
る
槙
の
葉
の
一
筆
措
き
、
そ

し
て
醍
醐
寺
所
蔵
の
宗
達
筆
　
『
舞
楽
図
屏
風
』
　
の
舞
人
の
輪
郭
の
線
描
と
共

通
し
、
豊
か
で
美
麗
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
で
用
い
ら
れ
た
宗
達
の
　
「
没
骨
法
」

（
輪
郭
線
を
描
か
ず
に
、
水
墨
あ
る
い
は
彩
色
の
面
の
広
が
り
や
濃
淡
を
も
と

に
形
を
描
き
表
す
技
法
）
　
は
、
そ
の
よ
う
な
「
線
描
」
を
自
在
に
発
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
　
「
た
ら
し
込
み
法
」
　
（
薄
墨
で
形
を
描
き
、
乾
か
な
い
う

ち
に
濃
い
墨
を
加
え
て
、
独
特
の
に
じ
み
効
果
を
生
み
出
す
水
墨
画
の
技
法
）

が
絵
巻
の
各
所
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
絵
に
強
さ
を
与
え
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
宗
達
は
過
度
に
は
用
い
て
い
な
い
。

ま
た
彩
色
に
つ
い
て
は
、
緑
青
や
群
青
や
胡
粉
な
ど
を
比
較
的
厚
く
施
し
、

画
面
を
明
る
く
鮮
や
か
に
す
る
。
景
物
そ
れ
ぞ
れ
に
確
か
な
存
在
感
と
生
命
感

を
与
え
る
働
き
を
し
て
い
る
。
一
方
、
構
図
に
つ
い
て
は
、
「
模
写
」
　
の
性
格

上
、
「
原
本
」
　
に
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
よ
く
見
る
と
、
対
象
の
捉

え
方
は
　
「
原
本
」
　
よ
り
も
や
や
接
近
さ
せ
て
描
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
対
象
が
鑑
賞
者
の
眼
に
迫
る
感
じ
が
す

る
の
は
、
そ
の
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
は
、
「
模

写
」
と
い
う
行
為
を
超
え
て
、
宗
達
の
積
極
的
な
個
性
的
な
作
品
と
な
っ
て
い

る
。

－42－



『
出
光
美
術
館
本
』
　
と
は
別
に
、
絵
は
宗
達
、
詞
書
は
光
広
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
た
と
す
る
渡
辺
家
所
蔵
の
　
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
（
六
巻
、
紙
本
若
色
、
縦

二
▲
二
・
〇
セ
ン
チ
、
重
要
文
化
財
）
　
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
　
『
出
光
美

術
館
本
』
　
の
図
柄
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
　
（
異
な
る
と
こ
ろ
が
数
箇
所
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
、
詞
書
に
つ
い
て
も
異
な
る
と
こ
ろ
が

あ
る
　
（
後
述
）
。
こ
の
　
『
渡
辺
家
本
』
　
に
は
筆
者
の
落
款
印
章
は
な
く
、
奥
書

も
な
い
。
こ
の
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
調
巻
の
特
色
は
、
絵
の
み
三
巻
、
詞
書
の
み

三
巻
と
い
う
異
例
の
体
裁
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
で
考
え
て
み
た
い
。

さ
て
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
と
　
『
渡
辺
家
本
』
　
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従

来
諸
説
が
あ
る
。
両
本
と
も
絵
は
宗
達
、
詞
書
は
光
広
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た

と
考
え
、
絵
に
つ
い
て
は
、
『
渡
辺
家
本
』
　
を
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
　
「
習
作
」

あ
る
い
は
「
副
本
」
と
み
な
す
説
、
ま
た
　
『
渡
辺
家
本
』
は
　
『
出
光
美
術
館
本
』

の
制
作
の
の
ち
描
法
や
彩
色
な
ど
比
較
的
自
由
に
変
え
つ
つ
宗
達
が
制
作
し
た

と
す
る
説
が
あ
る
。
近
年
、
『
渡
辺
家
本
』
　
の
方
を
宗
達
作
と
み
な
し
、
『
出
光

美
術
館
本
』
　
を
宗
達
の
高
弟
の
作
と
す
る
新
説
が
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
『
渡
辺
家
本
』
　
の
絵
の
筆
者
を
　
「
宗
達
」
　
と
み
な
す
こ
と
で
皆
一
致
し
て

い
る
。
し
か
し
、
『
渡
辺
家
本
』
　
に
は
前
述
の
通
り
、
画
家
を
示
す
落
款
印
章

や
奥
書
の
よ
う
な
客
観
的
な
判
断
資
料
は
な
い
。
そ
の
筆
者
を
「
宗
達
」
と
判

断
す
る
の
は
、
画
風
の
鑑
識
か
ら
で
あ
る
。

田
中
二
松
氏
は
、
論
文
「
宗
達
筆
西
行
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
芸
術
』

第
二
四
号
、
一
九
五
一
年
）
　
に
お
い
て
、
南
本
に
つ
い
て
　
「
必
ず
し
も
毛
利
家

本
　
（
出
光
美
術
館
本
）
　
が
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
所
に
よ
っ
て

は
渡
辺
家
本
の
方
が
一
層
宗
達
的
特
色
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
な
点
も
多
く
、

こ
れ
は
甲
乙
を
つ
け
が
た
い
と
思
う
」
　
と
述
べ
ら
れ
た
。
『
渡
辺
家
本
』
　
に
は

「
一
層
宗
達
的
特
色
」
が
あ
る
と
田
中
氏
は
指
摘
す
る
が
、
「
宗
達
的
特
色
」
を

具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
美
術
評
論
的
立
場
か

ら
解
説
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
山
根
有
三
先
生
も
、
論
文
　
「
宗
達
筆
西
行
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
」

（
『
宗
達
研
究
二
』
　
所
収
、
一
九
九
四
年
）
　
に
お
い
て
、
両
本
に
つ
い
て
「
毛
利

家
本
　
（
出
光
美
術
館
本
）
　
は
画
面
を
装
飾
性
豊
か
な
も
の
に
再
構
成
し
ょ
う
と

す
る
意
図
が
強
く
、
そ
の
た
め
濃
彩
を
多
用
し
、
曲
線
や
直
線
を
強
調
し
て
い

る
。
造
形
的
に
は
毛
利
家
本
の
方
が
新
鮮
な
感
じ
を
与
え
る
。
渡
辺
家
本
は
余

裕
を
も
っ
て
淡
々
と
写
し
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
、
す
っ
か
り
自
分
の
も
の
、

創
作
と
さ
え
み
ら
れ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
渡
辺
家
本
の
方
が
内
面
的
な
深
さ

を
持
ち
、
滋
味
に
富
む
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
山
根
先
生
は
同
じ
論
文
の
中

で
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
描
写
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
と
比

較
し
て
　
「
（
第
一
巻
第
一
段
）
　
左
端
の
梅
樹
や
土
坂
や
笹
な
ど
の
描
法
は
毛
利

家
本
が
模
本
　
（
川
崎
家
旧
蔵
本
）
　
に
近
く
、
渡
辺
家
本
は
よ
り
簡
略
で
、
潤
い

を
増
し
、
梅
樹
の
そ
れ
に
は
宗
達
風
の
水
墨
画
を
思
わ
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
略
）
。
毛
利
家
本
の
人
物
の
目
や
鼻
は
濃
墨
の
線
を
加
え
て
目
立
つ
よ
う
に
し

て
い
る
が
、
渡
辺
家
本
に
は
そ
の
よ
う
な
描
法
は
見
ら
れ
な
い
」
と
い
い
、
ま

た
　
「
池
や
川
や
海
の
色
を
群
青
の
濃
彩
に
す
る
の
は
毛
利
家
本
全
体
に
通
じ
る

特
色
で
、
渡
辺
家
本
や
模
本
で
は
い
ず
れ
も
淡
彩
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
、

ま
た
　
「
（
描
線
は
）
　
渡
辺
家
本
の
方
が
柔
ら
か
く
軽
や
か
に
伸
び
る
の
に
対
し

て
、
毛
利
家
本
の
線
は
や
や
太
く
ゆ
っ
く
り
と
引
か
れ
て
い
る
」
　
と
い
う
。
こ
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の
山
根
先
生
の
言
葉
に
従
え
ば
、
両
本
に
は
描
線
や
彩
色
や
構
図
や
情
趣
に
お

い
て
明
確
な
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
常
識
的
に
は
、
両
本
は
異

筆
と
判
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
根
先
生
は
両
本
に
つ
い
て
、
異
筆

で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
　
「
宗
達
の
筆
」
　
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
　
「
毛
利
家
本
と
渡

辺
家
本
と
は
明
ら
か
に
別
の
意
図
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
は
工
員
し
て
い
る
」
、
ま
た
　
「
寛
永
七
年
と
い
う
同
じ
時
期
に
、
違
っ

た
意
図
を
も
つ
毛
利
家
本
と
渡
辺
家
本
と
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
を
十
分

に
達
成
で
き
る
画
家
で
あ
る
と
私
　
（
山
根
先
生
）
　
は
考
え
て
い
る
」
　
と
説
明
さ

れ
た
。
「
（
別
の
）
　
違
っ
た
意
図
」
　
と
は
、
毛
利
家
本
に
は
　
「
新
鮮
な
装
飾
性
」

を
、
」
方
渡
辺
家
本
に
は
　
「
内
面
性
あ
る
い
は
豊
か
な
抒
情
性
」
を
表
現
し
ょ

う
と
す
る
意
図
で
あ
る
と
、
山
根
先
生
は
解
釈
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
解
釈

に
は
、
先
生
の
鋭
い
作
品
観
察
と
は
別
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
て
、
先
生

の
宗
達
に
対
す
る
強
い
　
（
熱
い
）
　
思
い
込
み
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
先
生
の
宗
達
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
前
面
に
現
れ
山
た
と
い
う
感
じ
が

す
る
。
先
生
が
抱
か
れ
た
　
「
装
飾
性
」
と
　
「
抒
情
性
」
を
表
現
す
る
宗
達
の
イ

メ
ー
ジ
は
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
先
生
の
そ
の
説
に
は
や
は
り
無
理

が
あ
る
と
思
う
。

従
来
「
宗
達
筆
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
の
二
つ
の
　
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
は
画
風

か
ら
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
描
法
や
彩
色
法
に
お
け
る
明

ら
か
な
相
違
点
を
直
視
し
て
、
こ
の
二
つ
の
絵
は
別
の
画
家
の
手
に
な
る
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
『
出
光
美
術
館
本
（
毛
利
家
本
）
』

は
宗
達
そ
の
人
の
作
で
あ
り
、
『
渡
辺
家
本
』
　
は
宗
達
の
高
弟
　
（
寛
永
七
年
以

降
、
実
質
的
に
絵
所
　
「
俵
屋
」
　
を
主
導
す
る
画
家
）
　
の
作
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
宗
達
研
究
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
田
山
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
渡
辺
家
本
』
　
の
異
例
の
調
巻
、
お
よ
び
詞
書
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
絵
の
み
を
三
巻
、
詞
書
の
み
を
三
巻
と
す
る
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
調

巻
法
は
、
途
中
改
装
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
で

衣
装
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
当
初
か
ら
「
仮
表
装
」

と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
後
水
尾
院
の
勅
許
を
得

て
作
ら
れ
た
模
写
本
は
本
多
氏
依
頼
の
一
本
で
あ
る
か
ら
だ
。
二
本
の
模
写
本

が
許
可
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
渡
辺
家
本
』
　
も
同
時
に
制
作
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
宗
達
と
光
広
と
が
申
し
合
せ
て
、
お
そ

ら
く
後
水
尾
院
の
了
解
の
も
と
に
、
将
来
の
俵
屋
の
た
め
の
　
「
粉
本
」
と
し
て

作
ら
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
宗
達
は
　
『
渡
辺
家
本
』
　
を
俵
屋
の
継
承
の
し
る

し
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
極
め
て
完
成
度
の
高
い
　
「
粉
本
」
　
で
は
あ
る

が
、
「
作
品
」
と
し
て
世
に
出
す
意
図
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
後
、

俵
屋
に
留
め
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
理
由
で
、
絵
巻
物
と
し
て

の
正
式
な
表
装
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

千
沢
禎
治
氏
は
、
『
渡
辺
家
本
』
　
の
描
写
表
現
の
特
色
と
し
て
　
「
（
彩
色
は
）

一
部
を
別
に
し
て
藍
具
や
顔
料
の
う
わ
ず
み
で
簡
素
に
ま
と
め
て
い
る
」
　
「
（
描

線
の
性
格
と
質
は
）
　
筆
触
に
大
和
絵
の
お
だ
や
か
な
あ
た
り
が
あ
り
、
側
筆
ぎ

み
に
伸
び
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
千
沢
氏
の
指
摘
は
重
要
で
あ
り
、
こ
の

特
色
は
　
「
粉
本
」
　
の
性
格
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
　
「
粉
本
」

は
、
寛
永
十
一
年
　
（
一
六
三
四
）
　
頃
に
特
別
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
伊
勢
物
語
絵
色
紙
』
　
の
一
部
　
（
九
段
二
図
、
九
十
五
段
一
回
）
　
に
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
俵
屋
の
商
品
と
し
て
の
扇
絵
や
押
絵
貼
り
用
の
絵
に
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
。
『
禁
裏
御
本
』
　
の
模
写
本
と
い
う
特
殊
性
が
、
そ
う
さ
せ
た
の
か
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も
し
れ
な
い
。

『
渡
辺
家
本
』
　
の
詞
書
は
、
小
松
氏
の
指
摘
の
通
り
「
光
広
」
　
の
手
に
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
詞
書
は
　
『
禁
裏
御
本
』
　
か
ら
直
接
筆
写
し
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
　
『
禁
裏
御
本
』
　
を
忠
実
に
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る

『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
川
本
』
　
の
詞
書
や
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
詞
書
と
の

比
較
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

た
と
え
ば
、
第
四
巻
の
最
終
の
詞
書
、
そ
の
末
尾
の
二
行
、
『
渡
辺
家
本
』
　
で

は
「
其
の
頃
西
行
が
弔
に
洛
中
の
寄
仙
達
集
ま
り
て
惜
し
み
合
へ
り
」
と
あ
り
、

一
方
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
で
は
　
「
そ
の
こ
ろ
西
行
か
話
に
京
中
の
訝
仙
達
つ
ど

い
て
集
て
一
品
経
書
写
し
て
と
ふ
ら
ひ
け
り
」
　
（
第
四
巻
第
十
三
段
詞
書
）
　
と

あ
り
、
こ
れ
は
　
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
光
広

は
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
詞
書
を
筆
写
す
る
際
、
『
禁
裏
御
本
』
　
か
ら
で
は
な
く
、

別
に
光
広
白
身
が
所
持
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
　
（
「
海
田
采
女
佑
本
」
　
の
詞
書
を

校
訂
し
た
も
の
）
　
か
ら
筆
写
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
『
出
光

美
術
館
本
』
　
と
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
絵
に
つ
い
て
は
、
宗
達
と
そ
の
高
弟
が
同
時

に
分
担
し
て
描
き
、
『
渡
辺
家
本
』
　
の
詞
書
に
関
し
て
は
、
時
間
が
経
っ
た
後
、

光
広
の
手
に
よ
り
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
仮
表
装
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
と
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
描
写
表
現
の
相
違
点
に
つ

い
て
述
べ
た
。
そ
し
て
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
が
宗
達
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
、
ま
た
　
『
渡
辺
家
本
』
　
が
宗
達
の
高
弟
の
筆
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

三
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
第
四
巻
第
十
二
段
は
、
こ
の
絵
巻
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
、
「
西
行
往
生
」
　
の
場
面
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
第
十
三
段
は
西
行
の
母
と

娘
が
高
野
の
麓
、
天
野
の
地
で
静
か
に
仏
道
に
精
進
す
る
場
面
で
あ
り
、
都
の

友
人
達
に
よ
る
「
西
行
追
善
」
の
後
日
談
（
詞
書
）
　
で
こ
の
『
西
行
物
語
絵
巻
』

は
終
る
。
第
十
二
段
か
ら
第
十
三
段
へ
の
場
面
展
開
は
、
余
韻
を
残
し
た
見
事

な
構
成
で
あ
る
。
次
に
、
第
十
二
段
「
西
行
往
生
」
　
の
詞
書
を
記
す
。

そ
の
き
さ
ら
き
の
も
ち
月
の
こ
ろ
と
い
ひ
け
る

に
あ
は
せ
て
花
の
み
や
こ
ま
ち
か
き
隻
林
寺

東
山
の
ほ
と
り
に
て
往
生
の
期
を
ま
ち
て

け
り
峯
の
さ
く
ら
も
さ
か
り
な
り
庭
の

桜
も
さ
か
り
な
り
異
香
空
に
薫
し
て
の
き

は
の
梅
に
う
ち
た
く
ひ
音
楽
く
も
に
響
て

谷
の
う
く
い
す
聾
を
そ
ふ
る
時
忍
辱
の

衣
の
露
す
て
に
き
え
慈
悲
の
月

た
ち
ま
ち
に
あ
き
ら
か
な
り
一
百
遍
の
念
仏
己
成
就
之

庭
廿
五
の
菩
薩
の
摩
頂
に
預
紫
雲
の

た
え
ま
よ
り
金
色
の
光
か
ゝ
や
き
て
観
音
蓮
墓

を
か
た
ふ
け
て
出
現
し
給
へ
り
踊
躍
観
書
の

あ
ま
り
一
首
の
寄
を
そ
よ
み
け
る

ほ
と
け
に
は
桜
の
花
を
た
て
ま
つ
れ

わ
か
の
ち
の
世
を
人
と
ふ
ら
は
ゝ
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西
行
は
史
実
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
初
期
の
建
久
元
年
　
（
一
一
九
〇
）
　
二
月
十
六

日
、
七
十
三
歳
で
河
内
国
南
葛
城
の
弘
川
寺
に
て
往
生
を
と
げ
た
。

西
行
が
入
滅
後
わ
ず
か
の
間
に
急
速
に
伝
説
の
人
と
な
っ
た
の
に
は
、
彼
が
五

十
代
前
半
ま
で
に
詠
ん
だ
歌
「
願
わ
く
は
花
の
し
た
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら

さ
の
望
月
の
こ
ろ
」
　
（
『
山
家
心
中
集
』
、
詞
書
「
花
」
）
　
の
願
い
通
り
に
、
桜
の
花

の
下
、
釈
迦
入
滅
の
日
　
（
二
月
十
五
日
）
　
に
彼
が
極
楽
往
生
し
た
と
い
う
奇
蹟
的

な
事
実
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
、
l
　
こ
の
奇
蹟
は
彼
の
友
人
知
己
　
（
藤
原
俊
戒
や
慈

円
や
藤
原
定
家
や
藤
原
良
経
）
　
に
深
い
感
動
を
与
え
、
そ
し
て
都
の
人
に
も
ひ
ろ

く
波
及
し
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
西
行
の
入
寂
の
地
が
　
『
西
行
物
語
』
　
に
お

い
て
弘
川
寺
か
ら
都
の
東
山
双
林
寺
　
（
平
安
初
期
延
暦
二
四
年
に
桓
武
天
皇
が
創

建
、
鎌
倉
時
代
に
国
阿
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
、
ま
た
頓
阿
ゆ
か
り
の
寺
）
　
に
変

改
さ
れ
た
の
に
は
、
双
林
寺
周
辺
の
別
所
に
集
う
念
仏
聖
た
ち
の
唱
導
に
関
係
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
名
の
　
「
双
林
」
と
い
う
言
葉
は
、
釈
迦
が
ク
シ

ナ
ガ
リ
ー
城
の
姿
羅
園
の
　
「
双
樹
」
　
の
間
に
入
滅
し
た
と
い
う
　
『
仏
伝
』
　
を
想
起

さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
『
西
行
物
語
』
　
の
　
「
双
林
寺
」
　
に
お
け
る
「
西
行
往
生
」
は
、

「
裟
羅
園
の
双
樹
」
　
に
お
け
る
　
「
釈
迦
捏
菓
」
　
の
見
立
て
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
「
西
行
往
生
」
の
場
面
の
成
立
に
人
き
く
関
わ
る
。
次
に
、

『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
　
「
酉
行
往
生
」
図
　
（
挿
図
1
）
　
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

横
長
の
画
面
の
右
方
に
、
東
山
双
林
寺
の
あ
た
り
に
あ
る
西
行
の
庵
室
の
一

部
が
描
か
れ
、
左
方
に
は
池
の
あ
る
庭
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
手
前
の
屋
根

越
し
に
室
内
の
様
予
を
う
か
が
う
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
障
子
を
取
り
外
し
て

室
内
を
見
せ
る
の
は
、
大
和
絵
特
有
の
構
図
法
で
あ
る
。
庵
室
は
さ
ほ
ど
広
く

な
く
、
全
て
畳
敷
き
で
あ
る
。
白
壁
に
囲
ま
れ
た
室
内
の
左
奥
の
隅
に
、
二
対

の
花
瓶
　
（
橋
の
枝
が
活
け
ら
れ
て
い
る
）
　
を
置
い
た
机
を
前
に
し
て
、
金
色
の

阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
姿
が
見
え
る
よ
う
に
、

庵
室
左
の
鴨
居
が
取
り
外
さ
れ
て
い
る
　
（
省
略
さ
れ
て
い
る
）
。
室
内
に
は
四

人
の
僧
が
座
し
、
中
央
の
磐
繁
を
前
に
し
て
阿
弥
陀
如
来
に
向
か
っ
て
、
や
や

傭
き
か
げ
ん
で
合
掌
す
る
の
が
西
行
で
あ
ろ
う
。
西
行
の
右
脇
の
僧
は
墨
衣
で

顔
を
覆
い
泣
い
て
い
る
。
左
脇
の
二
人
の
僧
は
西
行
に
向
か
っ
て
合
掌
す
る
。

詞
書
に
あ
る
　
「
往
生
の
期
　
（
と
き
）
　
を
ま
ち
て
け
り
」
　
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

濡
れ
縁
を
隔
て
て
、
左
方
に
鮮
や
か
な
群
青
の
水
を
た
た
え
た
池
が
あ
る
庭
。

池
水
を
挟
ん
で
縁
の
土
岐
に
は
二
本
の
樹
が
向
き
合
う
よ
う
に
立
つ
。
二
つ
の

樹
　
（
双
樹
）
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
樹
幹
を
屈
曲
さ
せ
、
枝
を
四
方
に
伸
ば
す
。
枝
先

に
は
濃
く
深
い
群
青
色
の
青
葉
が
茂
っ
て
い
る
。
樹
の
下
に
は
岩
が
あ
り
、
そ

の
岩
陰
か
ら
小
さ
な
青
笹
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
横
に
棚
引
く
明
快
な
白
い
霞

に
よ
っ
て
画
面
に
奥
行
き
が
与
え
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
青
葉
を
茂
ら
せ
た
二

つ
の
樹
が
あ
る
庭
の
光
景
は
、
じ
つ
に
印
象
的
で
、
西
行
の
庵
室
の
場
面
よ
り

も
画
面
が
広
く
ゆ
っ
た
り
と
取
ら
れ
て
お
り
、
第
十
二
段
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
　
「
西
行
往
生
」
　
の
場
面
は
、
『
渡
辺
家
本
』
　
（
挿
図
2
）
　
や
　
『
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
（
挿
図
3
）
　
で
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。

両
本
と
も
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
構
図
と
同
じ
で
、
右
に
庵
室
に
お
け
る

「
西
行
往
生
」
　
の
場
面
、
右
に
庭
の
情
景
が
表
さ
れ
て
い
る
。
室
内
描
写
で
は
、

両
本
と
も
板
敷
き
を
半
分
の
こ
し
、
他
の
半
分
に
は
畳
が
敷
か
れ
て
い
る
。
阿

弥
陀
如
来
坐
像
は
そ
の
板
敷
き
の
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

文
化
財
団
本
』
　
で
は
阿
弥
陀
如
来
の
御
手
に
五
色
の
糸
を
懸
け
、
そ
の
端
は
西

行
の
掌
に
握
ら
れ
て
い
る
。
『
渡
辺
家
本
』
　
に
は
五
色
の
糸
の
表
現
は
な
い
。

両
本
の
明
ら
か
な
相
違
点
は
、
『
渡
辺
家
本
』
　
で
は
四
方
が
白
壁
に
囲
ま
れ
い
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る
に
対
し
て
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
で
は
右
側
が
襖
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
奥
、
隅
の
柱
の
長
さ
が
異
な
っ
て
表
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
　
『
渡
辺
家
本
』
　
の
．
対
の
花
瓶
に
は
権
が
活
け
ら
れ
て
い
る
に

対
し
て
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
に
は
橋
は
活
け
ら
れ
て
い
な
い
。

庭
の
情
景
は
ど
う
か
。
前
の
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
青
葉
を
茂
ら
し
た
二
本
の

樹
は
、
両
本
と
も
に
満
開
の
花
を
つ
け
た
桜
の
樹
と
な
っ
て
い
る
。
『
渡
辺
家
本
』

の
桜
花
は
赤
み
を
帯
び
た
華
や
か
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
満
開
の
桜
」

で
あ
る
。
．
方
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
の
桜
花
は
白
く
、
花
つ
き
が

や
や
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
、
白
い
花
び
ら
が
地
面
や
池
の
水
面
に

散
り
か
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
散
り
始
め
た
桜
」
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

両
本
の
桜
花
の
表
現
は
若
干
異
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
詞
書
の
　
「
庭
の
桜

も
さ
か
り
な
り
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
仏
伝
』
　
に
い
う
釈
迦
入
滅
の

と
き
、
い
っ
せ
い
に
「
姿
羅
」
　
の
色
が
白
く
変
わ
っ
た
逸
話
を
暗
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
原
本
で
あ
る
　
『
禁
裏
御
本
』
　
に
描
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

花
ざ
か
り
の
桜
の
樹
が
、
な
ぜ
　
『
出
光
美
術
館
本
』
　
で
は
「
青
葉
」
　
の
樹
木
に

改
変
さ
れ
た
の
か
。

山
根
先
年
は
、
前
出
の
論
文
の
中
で
　
「
そ
の
庭
の
木
は
桜
で
は
な
く
常
緑
樹

に
な
っ
て
い
る
。
（
略
）
。
『
禁
裏
御
本
』
　
で
も
こ
の
場
面
は
桜
の
木
を
描
い
て

い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
誤
写
に
し
て
も
変
更
に
し
て
も
、
理
解
に
苦
し
む
問
題

で
あ
る
」
　
と
述
べ
ら
れ
た
。
山
根
先
生
が
い
う
「
常
緑
樹
」
　
の
描
写
は
、
『
出

光
美
術
館
本
』
　
に
数
多
く
措
か
れ
て
お
り
、
こ
の
絵
巻
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。
山
根
先
生
は
、
「
常
緑
樹
」
　
の
描
写
に
つ
い
て
　
「
そ
れ
は
樹
葉
を
細

か
く
描
か
ず
、
大
き
な
い
く
つ
か
の
塊
と
し
て
捉
え
、
緑
青
と
濃
墨
と
に
よ
る

没
骨
法
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
描
写
法
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
樹
幹
や
枝
振
り
は
原
本
の
「
桜
の
樹
」

の
姿
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
　
「
常
緑
樹
」
を
表
し
た
も
の
で
は

な
く
、
青
葉
の
茂
る
　
「
葉
桜
」
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
「
桜
花
」
　
か
ら
　
「
葉
桜
」
　
へ
改
変
さ
れ
た
の
か
。
私
は
、
宗
達
が
意

識
的
に
　
「
改
変
」
　
を
行
っ
た
と
考
え
る
。
宗
達
は
、
西
行
の
家
集
　
『
山
家
集
』

（
陽
明
文
庫
本
）
　
に
載
せ
ら
れ
た
一
つ
の
　
「
桜
」
　
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
　
「
西
行

往
生
」
　
の
場
面
に
描
き
込
む
こ
と
を
思
い
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
山
家
集
』
　
の
　
「
春
部
」
　
に
一
七
三
百
中
一
〇
三
百
も
の
桜
の
歌
が
あ
る
こ

と
は
、
い
か
に
西
行
が
桜
を
愛
し
た
か
を
示
す
。
「
待
花
」
　
「
咲
く
花
」
　
「
散
る

桜
・
落
花
・
残
花
」
　
を
数
多
く
詠
ん
で
い
る
が
、
彼
が
と
く
に
好
ん
だ
の
は

「
散
る
桜
」
　
で
あ
り
、
満
開
の
桜
の
美
を
詠
じ
た
歌
は
な
い
。
吉
野
で
の
詠
歌

「
花
ノ
歌
十
五
首
よ
み
け
る
に
」
　
の
十
五
首
　
（
一
四
三
番
か
ら
一
五
七
番
）
　
の

後
に
つ
づ
い
て
、
「
葉
桜
」
　
に
花
の
名
残
り
を
偲
ぶ
歌
一
首
　
二
五
八
番
）
　
で

桜
の
歌
群
の
し
め
く
く
り
と
し
て
い
る
。
そ
の
歌
と
は
、
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散
り
て
後
花
を
思
う
ふ
と
い
う
こ
と
を
　
（
『
西
行
法
師
家
集
』
　
で
は
　
「
卯
月

朔
日
に
な
り
て
後
、
花
を
思
ふ
と
い
う
こ
と
を
」
　
と
あ
る
）

青
葉
さ
へ
見
れ
ば
心
の
と
ま
る
か
な
散
り
に
し
花
の
名
残
り
恩
へ
ば

「
す
っ
か
り
散
っ
て
し
ま
っ
た
名
残
り
を
惜
し
ん
で
い
る
と
、
葉
桜
に
な
っ

た
そ
の
青
葉
に
さ
え
も
心
が
ひ
か
れ
る
こ
と
だ
よ
」
　
（
後
藤
垂
郎
校
注
、
新

潮
日
本
古
典
集
成
　
『
山
家
集
』
、
一
九
八
二
年
）



「
花
　
（
桜
花
）
」
　
は
酉
行
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
歌
に
あ
る
　
「
散

り
に
し
花
」
　
を
　
「
西
行
の
往
生
」
　
の
喩
え
と
考
え
る
と
、
こ
の
　
「
青
葉
さ
え
」

の
歌
は
ま
さ
に
西
行
へ
の
追
善
の
歌
に
な
る
。
つ
ま
り
西
行
の
歌
を
も
っ
て
西

行
へ
の
追
善
歌
に
替
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
十
∴
段
の
詞
書
の
最
後
に
あ

る
有
名
な
西
行
の
歌
　
「
ほ
と
け
に
は
桜
の
花
を
た
て
ま
つ
れ
わ
か
の
ち
の
世
を

人
と
ふ
ら
は
、
」
　
（
自
分
が
死
ん
だ
後
、
後
の
世
を
弔
っ
て
く
れ
る
人
が
あ
る

な
ら
ば
、
自
分
の
最
も
愛
す
る
花
で
あ
る
桜
を
手
向
け
て
ほ
し
い
）
に
反
し
て
、

絵
師
宗
達
は
　
「
桜
花
」
　
を
　
「
葉
桜
」
　
に
替
え
て
、
酉
行
へ
の
手
向
け
の
一
対

（
双
樹
）
　
の
花
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
宗
達
の
　
「
趣
向
」

が
う
か
が
わ
れ
る
。
散
る
桜
に
　
「
死
」
　
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
、
「
無
常
」
　
を
感
じ

た
西
行
に
共
感
し
た
宗
達
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
宗
達
は
　
『
平
家
納
経
』

「
化
城
喩
品
」
　
「
嘱
累
品
」
　
「
願
文
」
　
の
表
紙
絵
・
見
返
絵
の
補
作
に
お
い
て
、

「
引
き
潮
」
　
と
　
「
満
ち
潮
」
、
「
入
り
日
」
と
　
「
朝
日
」
　
な
ど
　
「
生
死
」
　
（
輪
廻
）

を
描
き
、
彼
な
り
の
　
「
無
常
観
」
を
表
し
た
。
宗
達
が
描
い
た
　
『
出
光
美
術
館

本
』
　
の
　
「
西
行
往
生
」
図
に
は
、
他
の
絵
巻
に
な
い
深
い
味
わ
い
が
あ
る
。
そ

れ
は
彼
が
絵
に
託
し
た
彼
自
身
の
　
「
無
常
観
」
　
か
ら
来
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

期
　
（
と
き
）
　
を
待
つ
の
は
、
満
開
の
桜
花
の
下
、
畳
が
敷
か
れ
た
　
「
庵
室
」
　
の

中
で
あ
る
。
西
行
は
合
掌
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
来
迎
を
迎
え
る
。
『
渡
辺
家

本
』
　
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
　
で
は
板
敷
き
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
　
「
庵
室
」
　
で
は
な
く
、
「
阿
弥
陀
堂
」

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
で
は
室
内
の
す
べ
て
に
畳
が
敷

か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、
こ
れ
は
　
「
阿
弥
陀
堂
」
　
で
は
な
く
「
庵
室
」
　
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
じ
つ

に
奇
妙
な
表
現
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
、
庵
室
で
往
生
の
期
を
待
つ
西
行
の
も
と

に
、
阿
弥
陀
如
来
が
来
迎
し
、
畳
の
上
に
そ
っ
と
座
ら
れ
た
と
解
釈
す
る
し
か

あ
る
ま
い
。

山
根
先
生
の
ご
命
日
の
五
月
二
十
二
日
頃
、
「
翠
山
荘
」
　
か
ら
見
え
る
春
日

大
社
の
神
苑
は
美
し
い
青
葉
の
森
に
な
る
。
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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最
後
に
、
『
出
光
美
術
館
本
』
　
の
　
「
西
行
往
生
」
　
図
に
お
け
る
も
う
一
つ
の

宗
達
の
　
「
趣
向
」
を
指
摘
し
て
、
こ
の
小
文
を
終
る
。

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
の
室
町
時
代
に
描
か
れ
た
白
描
本
　
『
西
行
物
語
絵

巻
』
　
（
挿
図
4
、
紙
本
塁
画
、
縦
二
七
・
八
セ
ン
チ
）
　
で
は
、
西
行
が
往
生
の

［
註
］
（
1
）
　
千
野
香
織
　
『
絵
巻
　
西
行
物
語
絵
』
　
（
「
日
本
の
美
術
」
第
四
一
六
号
）
　
至
文
堂
　
二
〇

〇
一
年
。
系
統
別
、
主
題
別
に
分
類
す
る
。

（
2
）
　
『
琳
派
絵
画
全
集
　
宗
達
二
』
　
日
本
経
済
新
聞
社
一
九
七
七
年
。
出
光
美
術
館
所
蔵
の

『
西
行
物
語
絵
巻
』
　
の
全
図
　
（
絵
の
み
）
　
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
琳
派
作
品
』
　
（
出
光
美
術

館
、
一
九
八
五
年
）
　
に
は
、
出
光
美
術
館
本
の
第
四
巻
の
全
巻
が
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
寛
永
十
一
年
に
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
へ
献
上
し
た
角
倉
素
庵
の
書
写
に
な
る
清
書
本
　
『
日

本
三
代
実
録
』
　
（
蓬
左
文
庫
蔵
）
　
に
は
各
所
に
文
字
の
訂
正
が
あ
る
。

（
4
）
　
村
重
寧
　
『
宗
達
』
　
三
彩
社
一
九
七
〇
年



（
5
）
林
進
「
宗
達
の
『
楊
梅
園
屑
風
』
に
つ
い
て
」
『
日
本
近
世
絵
画
の
図
像
学
－
趣
向
と
深

意
－
』
所
収
八
木
書
店
二
〇
〇
〇
年

（
6
）
『
西
行
法
師
行
状
絵
巻
』
中
央
公
論
社
一
九
九
五
年

（
7
）
小
松
茂
美
「
海
田
采
女
佑
本
『
西
行
法
師
行
状
絵
巻
』
の
伝
流
」
（
註
6
の
本
）

（
8
）
『
西
行
物
語
絵
巻
』
（
「
日
本
の
絵
巻
」
第
一
九
号
）
中
央
公
論
社
一
九
八
八
年

（
9
）
仲
町
啓
子
『
光
悦
・
宗
達
』
小
学
館
一
九
九
〇
年

（
1
0
）
千
沢
禎
治
『
宗
達
』
（
「
日
本
の
美
術
」
第
一
三
号
）
至
文
堂
一
九
六
六
年

（
‖
）
『
西
行
物
語
絵
巻
』
か
ら
人
物
の
姿
態
を
取
材
し
た
も
の
に
、
『
関
屋
・
滞
漂
図
屏
風
』

『
問
屋
図
屏
風
』
『
物
語
囲
屑
風
』
が
あ
る
。
山
根
有
三
「
宗
達
筆
西
行
物
語
絵
巻
に
つ

い
て
」
『
宗
達
研
究
二
』
所
収
中
央
公
論
出
版
一
九
九
六
年

（
1
2
）
絵
巻
模
写
の
分
担
作
業
は
古
記
録
の
謄
写
に
お
け
る
分
担
と
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
『
鹿
苑
日
録
』
に
よ
れ
ば
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
十
九
日
に
徳

川
家
康
は
京
都
五
山
の
禅
僧
に
身
延
山
本
『
本
朝
文
粋
』
（
十
三
冊
）
の
三
部
の
謄
写
を

命
じ
た
。
鹿
苑
院
に
は
、
そ
の
う
ち
三
冊
が
分
配
さ
れ
た
。

（
13）
臼
崎
徳
衛
『
西
行
の
思
想
史
的
世
界
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七
八
年

（
14）
津
軽
家
旧
蔵
本
の
「
西
行
往
生
」
の
場
面
は
、
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
』
と
図
様

が
同
じ
で
あ
る
。
註
（
1
）
の
本
に
図
版
掲
載
。

（
1
5
）
註
（
1
3
）
の
本
。

（
1
6
）
林
進
「
宗
達
補
作
『
平
家
納
経
』
の
表
紙
絵
・
見
返
絵
」
『
日
本
近
世
絵
画
の
図
像
学
－

趣
向
と
深
意
－
』
所
収
八
木
書
店
二
〇
〇
〇
年

林
　
　
進
　
（
は
や
し
・
す
す
む
）

一
九
四
五
年
　
大
阪
府
生
れ

一
九
七
二
年
　
神
戸
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

財
団
法
人
大
和
文
華
館
学
芸
部
専
任
次
長

（
専
門
）
　
日
本
中
世
近
世
絵
画
史
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［
付
記
］

挿
図
の
写
真
に
つ
い
て
、
出
光
美
術
館
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



挿図1『西行物語絵巻』第四巷、第十二段「西行往生」図　宗達筆　重要文化財　出光美術館蔵

去吏震主三幸・
挿図2　『西行物語絵巻』絵第三巻、第十八段「西行往生」図　重要文化財　渡辺家蔵

言∴圭∴≡杢
一　　　　　　　一一一二

挿図3　『西行物語絵巻（西行法師行状絵巻）』第四巻、第十三段「西行往生」図　センチュリー文化財団蔵

挿図4　白描本『西行物語絵巻』第四巷「西行往生」図　室町時代　サントリー美術館蔵
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